
2024年度 シリーズ研修

看護研究研修
研修報告書

目的 看護研究の基礎的手法を習得し、臨床での看護研究に役立てる

第１回：講義
研究倫理・看護研究支援

【目標】
1.研究倫理が説明できる
2.看護研究を行うための当院の

 ルール（要件、倫理申請等）が説明できる
3.当院の看護研究支援が説明できる

【内容】
1.研究倫理について
2.看護研究を行うための当院ルール
3.看護研究支援体制

講師
宮原眞千世

教育担当 副看護部長
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【看護研究を行うための当院ルール】
1.APRIN eラーニングプログラム受講が必要です。
2.臨床研究センター主催の「臨床研究に関する研修会」
1年に1回以上、対象講座をメンバー全員が受講する必要があります。

イントラネットの臨床研究センターのHPに研究倫理申請に必要な書類や
看護研究を行うための情報が掲載されています。

1.【研究倫理について】
「看護職は、研究や実践を通して、専門的知識・技術の創造と開発に努め、
看護学の発展に寄与する」（看護者の倫理綱領より）
・研究をするためには、倫理的な配慮は欠かせません。
・詳細は日本看護学会誌の投稿要綱（日本看護協会）倫理的配慮 を確認
しましょう。

【看護研究支援体制】
①看研カフェ（毎月第3火曜日開催中）
・保健学科教員や専門看護師、看護研究支援委員に研究
の相談ができます！

②リサーチロード～看護研究サポート制度～
・保健学科教員や専門看護師、看護研究サポーターから
アドバイスやスーパーバイズを受けることができます。

③看護部研究室
・24時間利用可能！
④看護研究発表者への助成
・看護研究に必要な物品の購入や看護研究発表に伴う
旅費、宿泊費、参加費の助成があります。

作成者：近藤丈二

9/30 第２回：講義
リサーチクエスチョン（研究疑問）

【目標】
1. 看護研究に関心がもつことができる
2. リサーチクエスチョンをあげることができる

【内容】
1.看護学と看護研究～なぜ研究をするのか～
2.リサーチクエスチョンとは

講師
田中準一先生
長崎大学大学院
医歯薬総合研究科

保健学専攻
看護実践化学分野
基礎看護学 准教授

リサーチクエスチョン（RQ）とは？

研究や調査において解明したい具体的
な問題や疑問のこと。
例えば、医療分野では「脳卒中患者に
おいて食物繊維を多めに摂取する群と
通常の食事を摂取する群を比較すると
便秘の発生率は異なるか？」など
明確なリサーチクエスチョンを設定す
ることが、研究の第一歩になります。

RQ決定までのプロセスを研究エビデンスレベ
ルで基礎から学び、看護研究を実際行う上で
の重要なステップを学ぶことができました。

リサーチクエスチョンは、エビデンスに基づい
た看護実践を推進するうえで欠かせないですね。
日々の疑問を研究につなげてみませんか。

作成者：近藤丈二 作成者：木村由紀

10/25 第３回：講義・演習
文献検索

【目標】
1. データベースを使って、文献検索ができる
2. 文献の入手方法を理解する

【内容】
1.文献検索を始める前に
2.データベースを使った文献検索
3.文献の入手方法の効果的な検索
4.文献情報管理、長崎大学附属図書館の利用方法

10/28

データベースが豊富にあります。
ぜひアクセスしてみてください

講師：附属図書館 医学分館
大橋 香織 司書

看護部図書室でPC操作を
行いながら、実際文献検索を行いました。
良い文献に出会うためにはまずは検索を知ることは重要です
実演を交えて効果的な検索方法を学べました。



2025年度もシリーズ研修で看護研究研修を行います。
単発でも参加は可能ですが、シリーズを通して参加することで知識が深まります。
当院ならではの専門的な講師陣がサポートし、わからないところは講師に直接
質問ができます。ぜひ、ご参加ください。
※シリーズ通して参加していただいた方のみ「修了証」を発行します。

看護キャリア支援室

11/25 第４回：講義・演習
文献の見方

講師：田中準一先生
長崎大学大学院医歯薬総合研究科
保健学専攻 看護実践化学分野
基礎看護学 准教授

【目標】
1.文献検索に用いることができる文献の違いがわかる
2.文献のクリティークができる
【内容】
1.文献（論文）について
2.論文の読み方とクリティークの視点
3.文献クリティークの実際

何から読めばいい？
査読の仕組みって？
どう読めばいいの？

優先的に読むのは原著
論文です。
査読者は2-3名が一般
的で通常このプロセスは
数ヶ月〜数年かかります

論文の内容を盲信しない。
原著論文はIMRADの順に
論理展開を追いながら読む
…等

1. IMRAD
2. TitleとAbstract（タイトルと抄録）
3. Introduction（緒言）
4. Methods（方法）
5. Results（結果）
6. Discussion（考察）

論文ではIMRAD※という構成が
用いられています。（※イムラッ
ト）

なるほど・・・

グループ内で、実際の文献を用い
た文献クリティークを行いました

【意見（一部抜粋）】ただ文献を読む
だけでは、なかなか頭に入ってこない
部分があったが、今回の研修に参加
して、道筋に沿って見て行くことがで
きるよう沢山の文献を読んでいこうと
思いました。 作成者：木村由紀

12/20 第5回：講義・研究の進め方

【目標】研究開始までの流れ（研究準備：研究計画書作
成等、倫理申請・審査）がわかる
【内容】
1.研究開始までのプロセス
2.倫理審査委員会への申請
3.看護研究流れについて

臨床研究における研修計画書の必要性、書き方や注意点さらに
インフォームドコンセントについて詳しく講義がありました。
最新のトピックスや当院における看護研究の変更点を分かりや
すく講義していただきました。

臨床研究センター管理ユニット
中島佐和子先生

具体的な内容は・・・

講義スライドの一部

看護研究支援委員会
三浦哲看護師長

看護研究は3か月前から余裕をもって取り掛かる
STEP１ 看護研究マニュアルで確認
STEP２ 看護研究支援委員会による事前確認
STEP３ 看護部長へ事前説明 各種申請等

臨床研究全般に関する問合せは臨
床研究センター管理」ユニットへ

ご連絡ください
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作成者：木村由紀

【目標】抄録の書き方がわかる
【内容】
1． 抄録とは
2． 抄録の構成
3． 抄録の実際

第6回：抄録の書き方

講師
看護研究支援委員会委員長 松尾理香子 看護師長

作成者：柴田久美

抄録の意義・構成・作成上の注意点を学びました

この研究、論文のウリは
何なのか、分かりやすく
簡潔に述べること！

がポイントです！

【抄録の構成】
・はじめに
・目的・方法
・結果・考察
・結論
・引用文献

抄録は目的、方法、
結果を丁寧に書き
ましょう！！

特に「結果」に
重点をおいて、
しっかり
書きましょう

注）日程は変更する可能性があります
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